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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年8月29日(2019.8.29)

【公表番号】特表2018-529260(P2018-529260A)
【公表日】平成30年10月4日(2018.10.4)
【年通号数】公開・登録公報2018-038
【出願番号】特願2018-506612(P2018-506612)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/12     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  16/14     (2009.01)
   Ｈ０４Ｌ  27/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/12     １３０　
   Ｈ０４Ｗ   16/14     　　　　
   Ｈ０４Ｌ   27/26     １１４　
   Ｈ０４Ｌ   27/26     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月19日(2019.7.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークエンティティにおけるワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信のた
めのサブフレーム構成を識別することと、前記サブフレーム構成は、送信バーストにおけ
るそれぞれのダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネ
ットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームに対応するか非ＭＢＳＦＮサブフレームに対応す
るかを示し、ここにおいて、
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
　前記サブフレーム構成の表示を少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）に送信することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブフレームに関連する次のサブフレーム
構成を識別することをさらに備え、前記次のサブフレーム構成が、前記送信バーストにお
けるダウンリンクまたはアップリンクサブフレームの修正された数を示す、請求項２に記
載の方法。
【請求項４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、



(2) JP 2018-529260 A5 2019.8.29

　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信のた
めのサブフレーム構成を識別するための手段と、前記サブフレーム構成は、送信バースト
におけるそれぞれのダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキャスト単一周
波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームに対応するか非ＭＢＳＦＮサブフレームに
対応するかを示し、ここにおいて、
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
　前記サブフレーム構成の表示を少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）に送信するための
手段と
　を備える装置。
【請求項５】
　少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　ネットワークエンティティから、無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）通信のためのサブフレーム構成の表示を受信することと、前記サ
ブフレーム構成が、送信バーストにおける現在のダウンリンクサブフレームに関連する、
　前記表示に基づいて前記現在のダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるか非ＭＢＳＦＮサブフ
レームであるかを決定することと
を備え、ここにおいて、
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、方法。
【請求項６】
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、請求項１または５に記載の方法。
【請求項７】
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
　のうちの１つを含む、請求項１または５に記載の方法。
【請求項９】
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブフレームに関連する次のサブフレーム
構成を受信することをさらに備え、前記次のサブフレーム構成が、前記送信バーストにお
けるダウンリンクまたはアップリンクサブフレームの修正された数を示す、請求項９に記
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載の方法。
【請求項１１】
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、請求項
１または５に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器であって、
　ネットワークエンティティから、無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）通信のためのサブフレーム構成の表示を受信するための手段と、
前記サブフレーム構成が、送信バーストにおける現在のダウンリンクサブフレームに関連
する、
　前記表示に基づいて前記現在のダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるか非ＭＢＳＦＮサブフ
レームであるかを決定するための手段と
　を備え、
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、装置。
【請求項１３】
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、請求項４または１２に記載の装置。
【請求項１４】
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　実行されたとき、ワイヤレス通信装置に、請求項１乃至３および請求項５乃至１１のい
ずれか一項に記載の方法を行わせる、ワイヤレス通信のための実行可能コードを記憶する
コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　[00147]上述の開示は、例示的な態様を示すが、様々な変形形態および変更形態が、添
付の特許請求の範囲によって定義される本開示の範囲から逸脱することなく本明細書にお
いて作成可能であることに留意されたい。本明細書で説明した本開示の態様による方法ク
レームの機能、ステップおよび／またはアクションは、特定の順序で実施されなくてもよ
い。さらに、いくつかの態様は、単数形で説明または特許請求されていることがあるが、
単数形に限定することが明示的に述べられていない限り、複数形が企図される。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信のた
めのサブフレーム構成を識別することと、前記サブフレーム構成は、送信バーストにおけ
るそれぞれのダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネ
ットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームに対応するか非ＭＢＳＦＮサブフレームに対応す
るかを示す、
　前記サブフレーム構成の表示を少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）に送信することと
を備える方法。
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［Ｃ２］
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記表示が、有効なダウンリンクサブフレームごとに送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
のうちの１つを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブフレームに関連する次のサブフレーム
構成を識別することをさらに備え、前記次のサブフレーム構成が、前記送信バーストにお
けるダウンリンクまたはアップリンクサブフレームの修正された数を示す、Ｃ７に記載の
方法。
［Ｃ９］
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ１０］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信のた
めのサブフレーム構成を識別するための手段と、前記サブフレーム構成は、送信バースト
におけるそれぞれのダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキャスト単一周
波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームに対応するか非ＭＢＳＦＮサブフレームに
対応するかを示す、
　前記サブフレーム構成の表示を少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）に送信するための
手段と
を備える装置。
［Ｃ１１］
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
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　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記表示が、有効なダウンリンクサブフレームごとに送信される、Ｃ１０に記載の装置
。
［Ｃ１３］
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１４］
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
のうちの１つを含む、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブフレームに関連する次のサブフレーム
構成を識別するための手段をさらに備え、前記次のサブフレーム構成が、前記送信バース
トにおけるダウンリンクまたはアップリンクサブフレームの修正された数を示す、Ｃ１６
に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、Ｃ１０
に記載の装置。
［Ｃ１９］
　トランシーバと、
　データを記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリに通信可能に結合されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信のための装置であって、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信のた
めのサブフレーム構成を識別することと、前記サブフレーム構成は、送信バーストにおけ
るそれぞれのダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネ
ットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームに対応するか非ＭＢＳＦＮサブフレームに対応す
るかを示す、
　前記トランシーバを介して、前記サブフレーム構成の表示を少なくとも１つのユーザ機
器（ＵＥ）に送信することと
を行うために前記データの少なくとも一部分を処理するための命令を実行するように構成
された、装置。
［Ｃ２０］
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　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記表示が、有効なダウンリンクサブフレームごとに送信される、Ｃ１９に記載の装置
。
［Ｃ２２］
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２３］
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
のうちの１つを含む、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記プロセッサおよび前記メモリが、前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブ
フレームに関連する次のサブフレーム構成を識別するようにさらに構成され、前記次のサ
ブフレーム構成が、前記送信バーストにおけるダウンリンクまたはアップリンクサブフレ
ームの修正された数を示す、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、Ｃ１９
に記載の装置。
［Ｃ２８］
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信のた
めのサブフレーム構成を識別するためのコードと、前記サブフレーム構成は、送信バース
トにおけるそれぞれのダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキャスト単一
周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームに対応するか非ＭＢＳＦＮサブフレーム
に対応するかを示す、
　前記サブフレーム構成の表示を少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）に送信するための
コードと
を備える、ワイヤレス通信のための実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
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クトルにわたる送信モードをサポートする、
Ｃ２８に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　前記表示が、有効なダウンリンクサブフレームごとに送信される、Ｃ２８に記載のコン
ピュータ可読媒体。
［Ｃ３１］
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３２］
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、Ｃ３１に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３３］
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
のうちの１つを含む、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３４］
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３５］
　前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブフレームに関連する次のサブフレーム
構成を識別するためのコードをさらに備え、前記次のサブフレーム構成が、前記送信バー
ストにおけるダウンリンクまたはアップリンクサブフレームの修正された数を示す、Ｃ３
４に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３６］
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、Ｃ２８
に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３７］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ネットワークエンティティから、無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）通信のためのサブフレーム構成の表示を受信することと、前記サ
ブフレーム構成が、送信バーストにおける現在のダウンリンクサブフレームに関連する、
　前記表示に基づいて前記現在のダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるか非ＭＢＳＦＮサブフ
レームであるかを決定することと
を備える方法。
［Ｃ３８］
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
Ｃ３７に記載の方法。
［Ｃ３９］
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　前記表示が、有効なダウンリンクサブフレームごとに前記ネットワークエンティティに
よって送信される、Ｃ３７に記載の方法。
［Ｃ４０］
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、Ｃ３７に記載の方法。
［Ｃ４１］
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、Ｃ４０に記載の方法。
［Ｃ４２］
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
のうちの１つを含む、Ｃ３７に記載の方法。
［Ｃ４３］
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、Ｃ３７に記載の方法。
［Ｃ４４］
　前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブフレームに関連する次のサブフレーム
構成を受信することをさらに備え、前記次のサブフレーム構成が、前記送信バーストにお
けるダウンリンクまたはアップリンクサブフレームの修正された数を示す、Ｃ４３に記載
の方法。
［Ｃ４５］
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、Ｃ３７
に記載の方法。
［Ｃ４６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワークエンティティから、無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）通信のためのサブフレーム構成の表示を受信するための手段と、
前記サブフレーム構成が、送信バーストにおける現在のダウンリンクサブフレームに関連
する、
　前記表示に基づいて前記現在のダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるか非ＭＢＳＦＮサブフ
レームであるかを決定するための手段と
を備える装置。
［Ｃ４７］
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記表示が、有効なダウンリンクサブフレームごとに前記ネットワークエンティティに
よって送信される、Ｃ４６に記載の装置。
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［Ｃ４９］
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ５０］
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
のうちの１つを含む、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブフレームに関連する次のサブフレーム
構成を受信するための手段をさらに備え、前記次のサブフレーム構成が、前記送信バース
トにおけるダウンリンクまたはアップリンクサブフレームの修正された数を示す、Ｃ５２
に記載の装置。
［Ｃ５４］
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、Ｃ４６
に記載の装置。
［Ｃ５５］
　トランシーバと、
　データを記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリに通信可能に結合されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信のための装置であって、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記トランシーバを介しておよびネットワークエンティティから、無認可スペクトルに
わたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信のためのサブフレーム構成
の表示を受信することと、前記サブフレーム構成が、送信バーストにおける現在のダウン
リンクサブフレームに関連する、
　前記表示に基づいて前記現在のダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるか非ＭＢＳＦＮサブフ
レームであるかを決定することと
を行うために前記データの少なくとも一部分を処理するための命令を実行するように構成
された、装置。
［Ｃ５６］
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５７］
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　前記表示が、有効なダウンリンクサブフレームごとに前記ネットワークエンティティに
よって送信される、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ５９］
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
のうちの１つを含む、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ６１］
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、Ｃ５５に記載の装置。
［Ｃ６２］
　前記プロセッサおよび前記メモリが、前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブ
フレームに関連する次のサブフレーム構成を受信するようにさらに構成され、前記次のサ
ブフレーム構成が、前記送信バーストにおけるダウンリンクまたはアップリンクサブフレ
ームの修正された数を示す、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６３］
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、Ｃ５５
に記載の装置。
［Ｃ６４］
　ネットワークエンティティから、無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）通信のためのサブフレーム構成の表示を受信するためのコードと
、前記サブフレーム構成が、送信バーストにおける現在のダウンリンクサブフレームに関
連する、
　前記表示に基づいて前記現在のダウンリンクサブフレームがマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サブフレームであるか非ＭＢＳＦＮサブフ
レームであるかを決定するためのコードと
を備える、ワイヤレス通信のための実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６５］
　前記ＭＢＳＦＮサブフレームが、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）に基づいて前記無認可ス
ペクトルにわたる送信モードをサポートし、
　前記非ＭＢＳＦＮサブフレームが、共通基準信号（ＣＲＳ）に基づいて前記無認可スペ
クトルにわたる送信モードをサポートする、
Ｃ６４に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６６］
　前記表示が、有効なダウンリンクサブフレームごとに前記ネットワークエンティティに
よって送信される、Ｃ６４に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６７］
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　前記表示が、前記それぞれのダウンリンクサブフレーム中に少なくとも１つのＣＲＳシ
ンボルを含む、Ｃ６４に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６８］
　ＭＢＳＦＮサブフレーム中に存在するＣＲＳシンボルの数が、非ＭＢＳＦＮサブフレー
ム中に存在するＣＲＳシンボルの数とは異なる、Ｃ６７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６９］
　前記表示が、
　物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ハイブリッドＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）中の少なくとも１ビット
と、
　物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ）中の少なくとも１ビ
ットと、
　レイヤ１シグナリングを使用して前記少なくとも１つのＵＥに割り当てられた少なくと
も１ビットと
のうちの１つを含む、Ｃ６４に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７０］
　前記サブフレーム構成は、それぞれのダウンリンクサブフレームを含む、前記送信バー
ストにおける前記ダウンリンクサブフレームの数と、前記送信バーストにおけるアップリ
ンクサブフレームの数とをさらに示す、Ｃ６４に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７１］
　前記送信バーストにおける次のダウンリンクサブフレームに関連する次のサブフレーム
構成を受信するためのコードをさらに備え、前記次のサブフレーム構成が、前記送信バー
ストにおけるダウンリンクまたはアップリンクサブフレームの修正された数を示す、Ｃ７
０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７２］
　前記送信バーストのＭＢＳＦＮサブフレームの比が０％から１００％にわたる、Ｃ６４
に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７３］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信に関
連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）のための非周期的に送信されるリソースを識別するこ
とと、
　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに前記リソースの表示と非周期的ＣＳＩ報告についての要
求とを送信することと
を備える方法。
［Ｃ７４］
　前記表示を送信することが、前記リソースを有する前記サブフレームの少なくとも１サ
ブフレーム前に、前記表示を送信することを備える、Ｃ７３に記載の方法。
［Ｃ７５］
　前記サブフレーム中にスケジュールされたＵＥによるレートマッチングのための１つま
たは複数のＣＳＩリソースの存在についての第２の表示を送信することをさらに備える、
Ｃ７３に記載の方法。
［Ｃ７６］
　前記リソースが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースまたはＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）リソースの一方または両方を含む、Ｃ７３に記載の方法。
［Ｃ７７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信に関
連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）のためのリソースを識別するための手段と、
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　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに前記リソースの表示と非周期的ＣＳＩ報告についての要
求とを送信するための手段と
を備える装置。
［Ｃ７８］
　前記表示を送信するための前記手段が、前記リソースを有する前記サブフレームの少な
くとも１サブフレーム前に、前記表示を送信するための手段を備える、Ｃ７７に記載の装
置。
［Ｃ７９］
　前記サブフレーム中にスケジュールされたＵＥによるレートマッチングのための１つま
たは複数のＣＳＩリソースの存在についての第２の表示を送信するための手段をさらに備
える、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８０］
　前記リソースが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースまたはＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）リソースの一方または両方を含む、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８１］
　トランシーバと、
　データを記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリに通信可能に結合されたプロセッサと
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信に関
連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）のためのリソースを識別することと、
を備える、ワイヤレス通信のための装置であって、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記トランシーバを介して、ユーザ機器（ＵＥ）のセットに前記リソースの表示と非周
期的ＣＳＩ報告についての要求とを送信することと
を行うために前記データの少なくとも一部分を処理するための命令を実行するように構成
された、装置。
［Ｃ８２］
　前記表示を送信するように構成された前記プロセッサおよび前記メモリが、前記リソー
スを有する前記サブフレームの少なくとも１サブフレーム前に、前記表示を送信するよう
にさらに構成された、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８３］
　前記プロセッサおよび前記メモリが、前記サブフレーム中にスケジュールされたＵＥに
よるレートマッチングのための１つまたは複数のＣＳＩリソースの存在についての第２の
表示を送信するようにさらに構成された、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８４］
　前記リソースが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースまたはＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）リソースの一方または両方を含む、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８５］
　無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信に関
連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）のためのリソースを識別するためのコードと、
　ユーザ機器（ＵＥ）のセットに前記リソースの表示と非周期的ＣＳＩ報告についての要
求とを送信するためのコードと
を備える、ワイヤレス通信のための実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８６］
　前記表示を送信するための前記コードが、前記リソースを有する前記サブフレームの少
なくとも１サブフレーム前に、前記表示を送信するためのコードを備える、Ｃ８５に記載
のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８７］
　前記サブフレーム中にスケジュールされたＵＥによるレートマッチングのための１つま
たは複数のＣＳＩリソースの存在についての第２の表示を送信するためのコードをさらに
備える、Ｃ８５に記載のコンピュータ可読媒体。
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［Ｃ８８］
　前記リソースが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースまたはＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）リソースの一方または両方を含む、Ｃ８５に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ８９］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ネットワークエンティティから、無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）通信に関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）のための非周期的に
送信されるリソースの表示と、非周期的ＣＳＩ報告についての要求とを受信することと、
　前記リソースの前記表示に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ測定および前記非周期的
ＣＳＩ報告を実施することと
を備える方法。
［Ｃ９０］
　前記表示を受信することが、前記リソースを有する前記サブフレームの少なくとも１サ
ブフレーム前に、前記表示を受信することを備える、Ｃ８９に記載の方法。
［Ｃ９１］
　前記サブフレーム中にスケジュールされたＵＥによるレートマッチングのための１つま
たは複数のＣＳＩリソースの存在についての第２の表示を受信することをさらに備える、
Ｃ８９に記載の方法。
［Ｃ９２］
　前記リソースが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースまたはＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）リソースの一方または両方を含む、Ｃ８９に記載の方法。
［Ｃ９３］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ネットワークエンティティから、無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）通信に関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）のためのリソースの
表示と、非周期的ＣＳＩ報告についての要求とを受信するための手段と、
　前記リソースの前記表示に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ測定および前記非周期的
ＣＳＩ報告を実施するための手段と
を備える装置。
［Ｃ９４］
　前記表示を受信するための前記手段が、前記リソースを有する前記サブフレームの少な
くとも１サブフレーム前に、前記表示を受信するための手段を備える、Ｃ９３に記載の装
置。
［Ｃ９５］
　前記サブフレーム中にスケジュールされたＵＥによるレートマッチングのための１つま
たは複数のＣＳＩリソースの存在についての第２の表示を受信するための手段をさらに備
える、Ｃ９３に記載の装置。
［Ｃ９６］
　前記リソースが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースまたはＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）リソースの一方または両方を含む、Ｃ９３に記載の装置。
［Ｃ９７］
　トランシーバと、
　データを記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリに通信可能に結合されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信のための装置であって、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　前記トランシーバを介しておよびネットワークエンティティから、無認可スペクトルに
わたるワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）通信に関連するチャネル状態情
報（ＣＳＩ）のためのリソースの表示と、非周期的ＣＳＩ報告についての要求とを受信す
るための手段と、
　前記リソースの前記表示に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ測定および前記非周期的
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ＣＳＩ報告を実施するための手段と
のために前記データの少なくとも一部分を処理するための命令を実行するように構成され
た、装置。
［Ｃ９８］
　前記表示を受信するように構成された前記プロセッサおよび前記メモリが、前記リソー
スを有する前記サブフレームの少なくとも１サブフレーム前に、前記表示を受信するよう
にさらに構成された、Ｃ９７に記載の装置。
［Ｃ９９］
　前記プロセッサおよび前記メモリが、前記サブフレーム中にスケジュールされたＵＥに
よるレートマッチングのための１つまたは複数のＣＳＩリソースの存在についての第２の
表示を受信するように構成された、Ｃ９７に記載の装置。
［Ｃ１００］
　前記リソースが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースまたはＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）リソースの一方または両方を含む、Ｃ９７に記載の装置。
［Ｃ１０１］
　ネットワークエンティティから、無認可スペクトルにわたるワイヤレスワイドエリアネ
ットワーク（ＷＷＡＮ）通信に関連するチャネル状態情報（ＣＳＩ）のためのリソースの
表示と、非周期的ＣＳＩ報告についての要求とを受信するためのコードと、
　前記リソースの前記表示に少なくとも部分的に基づいてＣＳＩ測定および前記非周期的
ＣＳＩ報告を実施するためのコードと
を備える、ワイヤレス通信のための実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０２］
前記表示を受信するための前記コードが、前記リソースを有する前記サブフレームの少な
くとも１サブフレーム前に、前記表示を受信するためのコードを備える、Ｃ１０１に記載
のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０３］
　前記サブフレーム中にスケジュールされたＵＥによるレートマッチングのための１つま
たは複数のＣＳＩリソースの存在についての第２の表示を受信するためのコードをさらに
備える、Ｃ１０１に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１０４］
　前記リソースが、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースまたはＣＳＩ干渉測定（Ｃ
ＳＩ－ＩＭ）リソースの一方または両方を含む、Ｃ１０１に記載のコンピュータ可読媒体
。
［Ｃ１０５］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）が無認可スペクトルにわたって１つまたは複数のキャリアを扱うた
めに前記無認可スペクトルにおいて間欠受信（ＤＲＸ）ＯＦＦ期間からウェイクアップす
べきであると決定することと、
　前記無認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェイクアップするように
、認可スペクトル中のキャリアを介して前記ＵＥに表示を送信することと
を備える方法。
［Ｃ１０６］
　前記表示は、前記ＵＥが前記認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェ
イクアップした後に前記表示が前記ＵＥによって受信されるように送信される、Ｃ１０５
に記載の方法。
［Ｃ１０７］
　前記表示が、ダウンリンク（ＤＬ）許可を伴う明示的表示または暗黙的表示である、Ｃ
１０５に記載の方法。
［Ｃ１０８］
　前記表示が、前記無認可スペクトル中の構成されたキャリアのサブセットのみをウェイ
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クアップすることである、Ｃ１０５に記載の方法。
［Ｃ１０９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）が無認可スペクトルにわたって１つまたは複数のキャリアを扱うた
めに前記無認可スペクトルにおいて間欠受信（ＤＲＸ）ＯＦＦ期間からウェイクアップす
べきであると決定するための手段と、
　前記無認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェイクアップするように
、認可スペクトル中のキャリアを介して前記ＵＥに表示を送信するための手段と
を備える装置。
［Ｃ１１０］
　前記表示は、前記ＵＥが前記認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェ
イクアップした後に前記表示が前記ＵＥによって受信されるように送信される、Ｃ１０９
に記載の装置。
［Ｃ１１１］
　前記表示が、ダウンリンク（ＤＬ）許可を伴う明示的表示または暗黙的表示である、Ｃ
１０９に記載の装置。
［Ｃ１１２］
　前記表示が、前記無認可スペクトル中の構成されたキャリアのサブセットのみをウェイ
クアップすることである、Ｃ１０９に記載の装置。
［Ｃ１１３］
　トランシーバと、
　データを記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリに通信可能に結合されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信のための装置であって、前記プロセッサおよび前記メモリは、
　ユーザ機器（ＵＥ）が無認可スペクトルにわたって１つまたは複数のキャリアを扱うた
めに前記無認可スペクトルにおいて間欠受信（ＤＲＸ）ＯＦＦ期間からウェイクアップす
べきであると決定することと、
　前記無認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェイクアップするように
、認可スペクトル中のキャリアおよび前記トランシーバを介して前記ＵＥに表示を送信す
ることと
を行うために前記データの少なくとも一部分を処理するための命令を実行するように構成
された、装置。
［Ｃ１１４］
　前記表示は、前記ＵＥが前記認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェ
イクアップした後に前記表示が前記ＵＥによって受信されるように送信される、Ｃ１０５
に記載の装置。
［Ｃ１１５］
　前記表示が、ダウンリンク（ＤＬ）許可を伴う明示的表示または暗黙的表示である、Ｃ
１０５に記載の装置。
［Ｃ１１６］
　前記表示が、前記無認可スペクトル中の構成されたキャリアのサブセットのみをウェイ
クアップすることである、Ｃ１０５に記載の装置。
［Ｃ１１７］
　ユーザ機器（ＵＥ）が無認可スペクトルにわたって１つまたは複数のキャリアを扱うた
めに前記無認可スペクトルにおいて間欠受信（ＤＲＸ）ＯＦＦ期間からウェイクアップす
べきであると決定するためのコードと、
　前記無認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェイクアップするための
表示を認可スペクトル中のキャリアを介して前記ＵＥに送信するためのコードと
を備える、ワイヤレス通信のための実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１１８］
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　前記表示は、前記ＵＥが前記認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェ
イクアップした後に前記表示が前記ＵＥによって受信されるように送信される、Ｃ１１７
に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１１９］
　前記表示が、ダウンリンク（ＤＬ）許可を伴う明示的表または暗黙的表示である、Ｃ１
１７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１２０］
　前記表示が、前記無認可スペクトル中の構成されたキャリアのサブセットのみをウェイ
クアップすることである、Ｃ１１７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１２１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においておよび認可スペクトル中のキャリアを介して、前記ＵＥが
無認可スペクトルにわたって１つまたは複数のキャリアを扱うために前記無認可スペクト
ルにおいて間欠受信（ＤＲＸ）ＯＦＦ期間からウェイクアップすべきであるという表示を
受信することと、
　前記表示を受信したことに応答して、前記無認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間からウェイクアップすることと
を備える方法。
［Ｃ１２２］
　前記ＵＥが前記認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェイクアップし
た後に前記表示が前記ＵＥによって受信される、Ｃ１２１に記載の方法。
［Ｃ１２３］
　前記表示が、ダウンリンク（ＤＬ）許可を伴う明示的表示または暗黙的表示である、Ｃ
１２１に記載の方法。
［Ｃ１２４］
前記表示が、前記無認可スペクトル中の構成されたキャリアのサブセットのみをウェイク
アップすることである、Ｃ１２１に記載の方法。
［Ｃ１２５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においておよび認可スペクトル中のキャリアを介して、前記ＵＥが
無認可スペクトルにわたって１つまたは複数のキャリアを扱うために前記無認可スペクト
ルにおいて間欠受信（ＤＲＸ）ＯＦＦ期間からウェイクアップすべきであるという表示を
受信するための手段と、
　前記表示を受信したことに応答して、前記無認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間からウェイクアップするための手段と
を備える装置。
［Ｃ１２６］
　前記ＵＥが前記認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェイクアップし
た後に前記表示が前記ＵＥによって受信される、Ｃ１２５に記載の装置。
［Ｃ１２７］
　前記表示が、ダウンリンク（ＤＬ）許可を伴う明示的表示または暗黙的表示である、Ｃ
１２５に記載の装置。
［Ｃ１２８］
　前記表示が、前記無認可スペクトル中の構成されたキャリアのサブセットのみをウェイ
クアップすることである、Ｃ１２５に記載の装置。
［Ｃ１２９］
　トランシーバと、
　データを記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリに通信可能に結合されたプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信のための装置であって、前記プロセッサおよび前記メモリは、
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　ユーザ機器（ＵＥ）においておよび認可スペクトル中のキャリアを介して、前記ＵＥが
無認可スペクトルにわたって１つまたは複数のキャリアを扱うために前記無認可スペクト
ルにおいて間欠受信（ＤＲＸ）ＯＦＦ期間からウェイクアップすべきであるという表示を
受信することと、
　前記表示を受信したことに応答して、前記無認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間からウェイクアップすることと
を行うために前記データの少なくとも一部分を処理するための命令を実行するように構成
された、装置。
［Ｃ１３０］
　前記ＵＥが前記認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェイクアップし
た後に前記表示が前記ＵＥによって受信される、Ｃ１２９に記載の装置。
［Ｃ１３１］
　前記表示が、ダウンリンク（ＤＬ）許可を伴う明示的表示または暗黙的表示である、Ｃ
１２９に記載の装置。
［Ｃ１３２］
　前記表示が、前記無認可スペクトル中の構成されたキャリアのサブセットのみをウェイ
クアップすることである、Ｃ１２９に記載の装置。
［Ｃ１３３］
　ユーザ機器（ＵＥ）においておよび認可スペクトル中のキャリアを介して、前記ＵＥが
無認可スペクトルにわたって１つまたは複数のキャリアを扱うために前記無認可スペクト
ルにおいて間欠受信（ＤＲＸ）ＯＦＦ期間からウェイクアップすべきであるという表示を
受信するためのコードと、
　前記表示を受信したことに応答して、前記無認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間からウェイクアップするためのコードと
を備える、ワイヤレス通信のための実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１３４］
　前記ＵＥが前記認可スペクトルにおいて前記ＤＲＸ　ＯＦＦ期間からウェイクアップし
た後に前記表示が前記ＵＥによって受信される、Ｃ１３３に記載のコンピュータ可読媒体
。
［Ｃ１３５］
　前記表示が、ダウンリンク（ＤＬ）許可を伴う明示的表示または暗黙的表示である、Ｃ
１３３に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１３６］
　前記表示が、前記無認可スペクトル中の構成されたキャリアのサブセットのみをウェイ
クアップすることである、Ｃ１３３に記載のコンピュータ可読媒体。
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